





































































































































































































































































































































































































































１９３５ １９．０６９ １６４２０ 
１９４０ －１８．７８９ 1６．２６６ 
１９４５ －１８．５６１ －１６．１６１ 
１９５０ １８．３５４ －１６．０９６ 
１９５５ １８．１４２ 
１９６０ １７．９６０ －１６．０６５ 
1965 －１７．８０９ １６．１０７ 
1970 －１７．６９４ １６．１８７ 
１９７５ １７．６１５ －１６．３０５ 
１９８０ １７．５６８ －１６．４５０ 
１９８５ －１７．５３７ １６．６１１ 
１９９０ －１６．７８０ 




０ ５ １７．１９８ 
２０１０ －１７．６２５ １７．２７６ 
２０１５ －１７．６４９ －１７．３４５ 
２０２０ １７．６６３ －１７．４０８ 
２０２５ １７．６６７ １７．４６９ 






生 れた年 ケー ケース２
1935 -19.069 -16.420
1940 -18.789 - 6.266
1945 -18.561 -16.161
1950 -18.354


















スＦスＢ スＣ ス， スＥ
３６．５７１ ８．９８３ １７．２６５ １６．０３４ １９３５ １６．２８６ 
－４４６７７ ３６．６７３ ８．６２７ １７．０６５ １５．９０３ １９４０ １６．１０８ 
３６．７３４ ８．３６９ １６．９３６ －１５８２０ １５．９８０ －４４８３３ １９４５ 
8.185 １６．８５７ －１５．７７５ １５．８８７ ５０４４ １９５０ 
３６．７６２ －８．０５０ １６．８１８ １５．７６１ ４５．３１４ １９５５ 
１６．８２３ －１５．７８２ ４５．６２９ ３６７２９ １９６０ １５７９５ 
３６．６６６ ７．９８８ 1６．８７１ －１５．８３８ －４５９６６ １９６５ １５．８０３ 
－１５９２９ －４５．３１１ ３６．５ 8.061 １６９６０ １５８４６ １９７０ 
３６．４５７ ８．２０９ －１７．０９１ 16.055 ４５６４４ 1975 １５．９２３ 
３６．３２１ －８．４１２ １７２５４ １６．２０７ －４６．９４６ １９８０ 1６．０２６ 
８．６４４ １７．４３５ １６．３７４ ４７．２３２ ３６．１７４ １６１４４ １９８５ 
１６．５４６ ３６．０２６ ９０３ １７．６２５ １９９０ １６．２ 
９．１８３ 1７．８１３ １６．７１６ ４７７６７ ３５８８４ １６．３９９ １９９５ 
１６．８６７ －７６２ ９．４５０ ７９８０ －４７．９８８ １６．５１６ ２０００ 
１６．９５７ ３５．６８８ －９．６１８ １８０８２ ４８１４１ ２００５ １６５９２ 
１８．１６５ １７．０３０ ５．６２９ ９．７５７ －４８．２６１ ２０１０ １６．６５４ 
１８２３９ １７．０９６ ９．８８１ －４８．３６７ １６．７０７ ２０１５ 
－１８３０８ １７．１５８ ９．９９０ －４８．４６４ １６．７５５ ２０２０ 
１８．３７５ －１７．２１８ ３５．４７７ １０．０９３ ４８５５ １６．７９９ ２０２５ 
１７．２８１ １０．２０２ １８４４４ ４２８ －４８．６４６ ２０３０ －１６．８４４ 





生まれた年 ケースＡ ケー ケー ケー ケー ケー
1935 -16.286 －４４．５６９ 3 - -17.265 -16.034
1940 -16.108 -44.677 3 - － -15.903
1945 - -44.833 36734 -8.369 -16.936 -15.820
1950 -15.887 -45.044 36.753 - -16.857 -
1955 -１５．８２２ -45.314 3 -8.050 - -
1960 -15.795 -45.629 3 ．７２ -７，８５ -16.823 -15.782
-15.803 -45.966 3 -7.988 - 6.871 -15.838
1970 -15.846 -45.311 3 ７５ -８．０６１ - ．９６ -15.929
- -45.644 3 -8.209 -17.091 -１６．０５５
1980 - 6.026 -46.946 3 - -17.254 -16.207
1985 -16.144 -47.232 3 - -17.435 -16.374
-16.270 -47.509 3 -８． － -16.546
1995 -16.399 -47.767 3 ．８８ - - 7.813 -16.716
2000 - -47.988 3５． - -17.980 -
2005 - ．５９ -48.141 35.688 - - ．０８ -
2010 -16.654 -48.261 3 - -18.165 -17.030
2015 -16.707 -48.367 3５．５７５ -9.881 -18.239 -
2020 -16.755 -48.464 3５．５２５ - -18.308 －
2025 - -48.555 3 -10.093 -18.375 -17.218
2030 -16.844 -48.646 3５． -10.202 － ．４４ -17.281
定常 -16.996 -48.913 3５．２７０ -10.506 -18.672 -17.478
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ことである。もちろんこれらの感度分析によって定常利子率などが変化し
ている。しかし，ここでは深く立ち入らない。
５結論
この章はまず戦後のベビーブームを確率ショックと解釈して，確率的一
般均衡ＯＬＧモデルを構築して，２つの年金制度のもとでのベビーブーム
によるの各世代の厚生の比較等をおこなった。我々のモデルでは年金制度
の設定の仕方でベビーブームによる各世代の厚生が変わってくる。ただ，
より日本の現状を説明していると思われるほうでは，ベビーブーマーもし
くはその後10年の間に生まれた世代の厚生がもっとも高くなっており，そ
の後，効用はだんだん下がっていくことが示されている。
最後に今後の課題をいくつかあげる。まずモデルの精繊化である。われ
われのモデルは基本的には世代内では同質経済である。実際，世代内の所
得格差が年齢と共に増加しているという現状がある。さらに税金の問題は
一切捨象しているので，人口構造と税制との関連も重要な研究課題であ
る。われわれのモデルは年金制度（賦課方式）をある意味で義務化してい
る。CooleyandSoares［２］は彼らの意味での民主制度下ではベビーブ
ームによって年金制度（賦課方式）は維持不可能といっている。
最後に，この章では厚生比較をおこなっているが，政策提言はしていな
い。目下，年金制度の民営化をふくめて制度改革が活発に議論されてい
る。こうした点を考慮したモデル作りが望まれる。これらのことはすべ
て，今後の課題である。
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